平成23年5月2日
水文・水資源学会会員各位
水文・水資源学会・総務委員会
東日本大震災対応特別小委員会
東日本大震災対応支援調査研究グループの募集について
　平成23年3月11日に東北地方太平洋沖で発生したマグニチュード9.0の巨大地震と大津波は、東北地方を中心とした東日本の各地に甚大な災害をもたらしました。その影響は日本史にも稀に見る巨大なものであることが明らかになりつつあり、社会基盤インフラの被害が今後の２次災害に繋がる危険性も指摘されています。また、津波等によりもたらされた福島原子力発電所トラブルによる放射性物質拡散の問題も未だ収束しておらず、水文循環を通じた短期・長期での影響も懸念されます。水文・水資源学会の研究分野とも深く関連しているこれらの問題は、被災地の復興にも大きな障害となっており、早急な対応が必要ですが、迅速な活動支援体制が整えられておらず、活動は未だ限定的です。このため、水文・水資源学会では、現地の復興支援に資する水文・水資源に関連する調査研究活動を早急に立ち上げることを支援するため、標記の調査研究グループを緊急募集いたします。
　本募集による財政的支援は限定的なものではありますが、緊急を要する調査・支援活動を少しでも支えることができ、今後の本格的な研究プロジェクト提案に資する観測データ収集などの調査研究活動の支援に繋がることを東日本大震災対応特別小委員会は期待しております。
申請様式や手続きは、研究調整委員会が例年実施している研究グループ活動支援に準じたものとし、下記の要領で募集したうえで、東日本大震災対応特別小委員会で審議・検討を行い、支援する調査研究グループを決定する予定です。なお，予算総額は約120万円で、3グループ程度を想定しています。
記
　締め切り：2011年5月13日（金）
　申 請 先：東日本大震災対応特別小委員会幹事　深見和彦宛てにPDFファイルでEメールにてお願いします。
　　　　　　なお、Eメールの題目には［東日本大震災対応研究グループ申請］と記載してください．
　Eメールアドレス：k-fukami@pwri.go.jp
　申請書式：次頁のような申請書式にて申請してください。
　　　　　　申請書式は，学会Webページhttp://www.jshwr.org/ 及び東日本大震災対応特別小委員会Webページhttp://dbx.cr.chiba-u.jp/JSHWR/ からも入手できます。
　問い合わせ先：水文・水資源学会　東日本大震災対応特別小委員会　幹事　深見和彦
　　　　　　　　（独）土木研究所　水災害・リスクマネジメント国際センター(ICHARM)
　　　　　　　　電話：029-879-6779　Eメールアドレス：k-fukami@pwri.go.jp
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